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袈流器の逆方向抵抗が無限大であると仮定して解析を行っている。第 1 節では基本の方程式を立て，第 2
節では過渡解を，第 3 節では定常増幅特性を導いて直列形では入力波形によって特性が変化しないことを
示している。第 3 章は自己帰還形磁気増幅器における入力波形の影響について述べている。第 1 節ではこ
の場合はi立流および交流ヒステリシス・ループを考慮に入れることを述べ，第 2 節で基本式を導いている
が，この場合入力および出力波形の点弧角およびゲート開始角の大きさにより 3 つの場合にわけられるこ
とを指摘している。そして第 3 節で各々の場合の過渡特性を，第 4 節で定常特性を求めている。その結果自
己帰還形磁気増幅器では入力波形により特性が変化することが導かれている。第 4 章は以上の解析に対す
る実験的検討であって解析の結果が正しい乙とを示している。第 5 章は第 1 篇の結論であって直列形磁気
増幅器では入力波形は特性に影響しないが，自己帰還形磁気増幅器では入力波形により特性が変化し，そ
の程度は磁心特性，回路定数に関係することを述べている。





析で，第 1 節では並列形磁気増幅器の 1 段の動作を解析している。得られた結果は今まで導かれたものと
一致している。第 2 節は自己帰還形と並列形との縦続接続磁気増幅器の解析である。乙の場合 4 個の磁心
の飽和，不飽和の組合せにより 4 つのモード(回路状態)が生ずるが， 2 段目の磁心の飽和するモードで
は転流が生ずることがあり，乙れにより循還電流が生じて増幅度が減少することを指摘している。さらに
両段の点弧角の大小，整流器の導通，非導通によって種々の場合に分けられる事，増幅特性は両段の点弧
角が等しくなる点を境にして折れ曲り，第 1 段目の点弧角が第 2 段目のそれより小さい範囲では両段の増
幅度の積が全増幅度に等しいが，第 1 段目の点弧角が第 2 段目のそれより大きくなると増幅度が急激に減
少する事が述べられ，数値例が示されている口第 3 節は電源が正弦波電圧の場合についての解析で，矩形








第 3 篇では自己帰還形磁気増幅器の 2 段接続について述べられている。第 1 章は交流電源として矩形波
を用いた場合の解析で，ブリッジ形磁気増幅器 1 段の場合と 2 段の場合とが取扱われている。第 1 節はブ
リッジ形磁気増幅器 1 段の解析で直流および交流ヒステリシス・ループを仮定して定常および過渡特性の







合の解析で，第 1 節はブリッジ形 1 段の場合，第 2 節はブリッジ形 2 段の場合の解析である。この場合も
前章と同じ解析法がとられるが，モードの数は増え，計算も複雑になる。矩形波の場合にくらべ増幅特性
に不連続な点は無くなるが，異常現象のあらわれることは同じであると述べられている。第 3 章は前の 2
章に対する実験的検討で，解析との比較を容易ならしめるため磁心にセンデルタ，整流器にゲ、ルマニウムを
用い，電源電圧が短形波の場合と正弦波の場合について実験を行っている。実験結果は解析において得ら
れた結果と跳躍点の値を除いては一致している。第 4 章はこの篇の結論で矩形波電源が増幅特性の直線域
を拡大するとと，循還電流が特性の異常を生む原因である乙と，回路定数の選ぴ方で特性を自由に変えら
れることなどが結論されている。
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結言は以上の総括であり，付録は以上各篇における解析の式の誘導方法を示している。
以上のように著者は最近問題となっている磁気増幅器の多段接続における異常現象の解明を行い，今ま
で困っていた欠点を除包囲路条件によっては特性を向上させ得ることを見出し，また相互干渉を有する
磁気増幅器の解析に独自の万法を考え出している。
このように著者の研究は電気工学，制御工学および製造工業の発展に貢献するところが少くない。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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